
令和７ 年度介護テクノ ロジー導入支援事業等効果報告

必須 交付を受けた補助金名（ 複数ある場合は、 すべて選択し てく ださ い。）

令和７ 年度（ 令和６ 年度から の繰越分） 介護テクノ ロジー定着支援事業

令和７ 年度（ 令和６ 年度から の繰越分） 面的支援によるモデル施設の育成‧ モデル地域づく り 事業

令和７ 年度介護テクノ ロジー導入支援事業

令和６ 年度（ 令和5年度から の繰越分） 介護テクノ ロジー定着支援事業

令和６ 年度（ 令和5年度から の繰越分） 面的支援によるモデル施設の育成‧ モデル地域づく り 事業

令和６ 年度介護テクノ ロジー導入支援事業

令和５ 年度介護テクノ ロジー定着支援事業（ 令和６ 年度導入分）

令和５ 年度介護テクノ ロジー定着支援事業（ 令和５ 年度導入分）

令和５ 年度ICT導入支援事業

令和５ 年度面的支援によるモデル施設の育成‧ モデル地域づく り 事業

令和５ 年度介護ロボッ ト 導入支援事業

ア． 基本情報

必須 （ １ ） 事業所番号

※老人福祉法に基づく 養護老人ホーム又は軽費老人ホームの場合は事業所番号は「 9999999999」 と 入力し

てく ださ い。

4300000000
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（記載例）

※複数の事業所が補助を受けている場合は、全ての事業所において報告が必要です

※令和7年度に補助を受けた場合はこちらを選択

※令和6年度に補助を受けた場合はこちらを選択

※令和5年度に補助を受けた場合はこちらを選択
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必須 （ ２ ） 事業所名

必須 （ ３ ） 事業所所在都道府県

43熊本県

必須 （ ４ ） 事業所所在市区町村

必須 （ ５ ） 事業所所在住所（ 都道府県名、 市町村名除く ）

必須 （ ６ ） サービス種別（ 補助金交付時）

510_ 介護老人福祉施設

必須 （ ７ ） サービス種別は補助金交付時と 現在で変わっていませんか。

変わっていない

必須 （ ９ ） 従業員数

10名以上

必須 （ 10） 賃金への還元（ 導入の結果、 収支改善し 、 職員の賃金への還元ができ たか否か）

でき た

※補助要件と し て、 ICT、 ロボッ ト 等の導入‧ 活用により 、 生産性向上が図ら れると と も に、 収支の改善が

図ら れた場 合には、 職員の賃金へも 適切に還元するこ と と さ れています。

特別養護老人ホームく まも と

熊本市

中央区水前寺6-18-1
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必須 「 でき た」 と 回答さ れた場合、 その還元方法について教えてく ださ い。 （ 例） 月額○○円増額、 賞

与○○円支給、 臨時手当○○円支給など

必須 （ 12） 回答者名

必須 （ 13） 回答者の連絡先（ メ ールアド レス）

※本メ ールアド レス宛に回答内容の確認‧ 修正ができる「 Myページ」 のURLが送付さ れます。 事業所の代

表メ ールアド レス等をご入力く ださ い。

イ ． テクノ ロジー導入成果　 １

必須 （ １ ） 1月当たり の総業務時間（ 時間/月）

必須 （ ２ ） 1月当たり の超過勤務時間（ 時間/月）

※１ 　 令和７ 年10月における調査対象者（ ※２ ） の１ 月当たり の総業務時間及び超過勤務時間（ 調査対象

者全体の平均値（ 少数点第１ 位まで））

※２ 　 導入し たテクノ ロジーによる効果が期待さ れる職種が対象（ 例： 訪問看護ステーショ ンにおける看

護職員、 福祉用具貸与事業所における福祉用具専門相談員等）

必須 （ ３ ） 年間の平均年休取得日数（ 日／年）

月額5,000円増

熊本　 太郎

kum a@ kum am oto.com

145

10
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※1人あたりの平均値となっていますのでご注意ください

※1人あたりの平均値となっていますのでご注意ください

※1人あたりの平均値となっていますのでご注意ください

mailto:kuma@kumamoto.com
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※令和７ 年10月を 起点と し て直近１ 年間（ R6.11～R7.10） の年次有給休暇の取得日数（ 調査対象者全体の

平均値（ 少数点第１ 位まで））

必須 （ ４ ） 年間の離職者数（ 人/年）

※令和７ 年１ 月１ 日から 令和７ 年12月31日の１ 年間の離職者数の合計。

※管理者、 介護職員、 医療職、 事務職、 いわゆる介護助手を含む全職員

必須 （ ５ ） 令和7年1月1日時点の職員数（ 人）

※管理者、 介護職員、 医療職、 事務職、 いわゆる介護助手を含む全職員

（ ６ ） 離職率（ ％）

※（ ４ ） 年間の離職者数÷（ ５ ） 令和7年1月1日現在の職員数×100

（ 以降の質問項目は従業員数10名以上の事業所が対象と なり ます。）

ウ． テクノ ロジー導入成果　 ２ 　 ※回答日現在の状況を御回答く ださ い。

（ １ ） 導入し たテクノ ロジーについて、 御回答く ださ い。

必須 ①導入し たテクノ ロジーを選択し てく ださ い。 （ 補助金を 活用し て導入し たも のすべてを選択）

10

2

30

6.666666666666667
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移乗支援

移動支援

排泄支援

入浴支援

見守り ‧ コ ミ ュ ニケーショ ン

介護業務支援（ 介護ソ フ ト 除く ）

介護業務支援（ 介護ソ フ ト ）

機能訓練支援

食事‧ 栄養管理支援

認知症生活支援‧ 認知症ケア支援

通信環境機器

情報端末

保守経費

その他（ ICT）

その他（ ロボッ ト ）

※介護テクノ ロジーについては、 「 介護テクノ ロジー利用の重点分野」 の各分野を選択肢と し ています。  

※選択肢にないも のや分野が不明なも のについては、 「 その他（ ICT）」 又は「 その他（ ロボッ ト ）」 にチェ

ッ ク し てく ださ い。

具体的な機器名を記入し てく ださ い。

必須 機器名： 移動支援

必須 機器名： 見守り ‧ コ ミ ュ ニケーショ ン

〇〇〇〇リ フ ト
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必須 ②導入し たテクノ ロジーの現在の使用状況について

一部使用し ていない

必須 ③使用を停止し たテクノ ロジーを選択し てく ださ い。 （ 補助金を活用し て導入し たも ののう ち、 現

在使用を停止し ているも のすべてを選択）

移乗支援

移動支援

排泄支援

入浴支援

見守り ‧ コ ミ ュ ニケーショ ン

介護業務支援（ 介護ソ フ ト 除く ）

介護業務支援（ 介護ソ フ ト ）

機能訓練支援

食事‧ 栄養管理支援

認知症生活支援‧ 認知症ケア支援

通信環境機器

情報端末

保守経費

その他（ ICT）

その他（ ロボッ ト ）

（ ２ ） テクノ ロジーの活用によって貴事業所で得ら れた成果をご回答く ださ い。

〇〇〇〇センサー
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必須 ① 事業所運営‧ 業務について、 テクノ ロジー導入前と 比較し て現時点で感じ るこ と をすべて選択し

てく ださ い。

間接業務時間が減少（ 例:情報の二重入力の削減や夜間の定期巡視時間の合理化） し た

職員間での情報共有が容易になっ た

移動中や訪問先においても 情報を確認できるよう になっ た

過去の文書（ データ ） の検索性が向上し た

職員の精神的‧ 肉体的負担の軽減につながっ た

総業務時間及び当該時間に含まれる超過勤務時間が短縮し た

職員の確保‧ 離職防止‧ 定着につながっ た

利用者と 接する時間が増加し た

集約し た情報を利用者のケアに活かせるよう になっ た

ヒ ヤリ ハッ ト ‧ 介護事故の防止につながっ た

その他

必須 ②－１ テクノ ロジー導入前と 比較し て減少し た間接業務時間（ 職員１ 人あたり の1ヶ 月平均）

60～90分

※間接業務と は、 利用者利用者の身体的な介助を伴わない業務を指し ます。  （ 例　 食事等の準備や片付

け、 清掃、 ベッ ド メ イ ク、 ごみ捨て等）

必須 ②－２ 減少し た時間の活用先（ 該当するも のすべてを 選択）

利用者と コ ミ ュ ニケーショ ンする時間

利用者の直接ケアの時間

職員間でコ ミ ュ ニケーショ ンする時間

ケアマネジャ ー等他の事業所職員と やり と り 、 または訪問する時間
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関連機関と やり 取り する時間

職員の残業時間の削減や休憩時間の確保

事業所内のサービスの質の向上や生産性向上のための議論‧ 会議

サービスの質の向上や生産性向上のための研修

その他

必須 ③テクノ ロジー導入前と 比較し て増加し た直接業務時間（ 職員１ 人あたり の1ヶ 月平均）

減っ た

※直接業務と は、 利用者の身体的な介助を伴う 業務を指し ます。 （ 例　 食事介助、 排泄介助、 入浴介助等）

⑥その他、 テクノ ロジー導入により 改善し たこ と （ 自由記述）

（ ３ ） 課題

必須 ①介護分野におけるテクノ ロジーの活用について、 課題と 感じ る点をすべて選択し てく ださ い。

経営者の理解‧ 法人の方針

職員の苦手意識や抵抗感の解消、 職員への研修等

利用者や家族の理解

物理的環境（ Wi-Fi環境など） の整備

事業所の課題に応じ たテクノ ロジーの選定

現場の多様なニーズを踏まえたテクノ ロジー（ 例:UIの改善なども 含む。） が少ない

テクノ ロジーの導入費用

テクノ ロジーの継続活用のための維持管理費

2026/09/03 17:45 令和７年度介護テクノロジー導入支援事業等効果報告 | FormBridge

https://6f26d4d1.form.kintoneapp.com/public/r7koukahoukoku 8/10

https://6f26d4d1.form.kintoneapp.com/public/r7koukahoukoku8/10


テクノ ロジー活用に精通し た人材の確保

テクノ ロジー活用に伴う オペレーショ ン変更の定着

他の事業所の介護ソ フ ト の種類にかかわら ず、 データ 連携ができる環境整備

行政と 事業所で文書授受するための共通のプラ ッ ト フ ォ ーム

その他

本調査における個人情報の取り 扱いは以下のと おり です。

【 個人情報の取り 扱いについて】

令和8年度厚生労働省介護現場の生産性向上に関する普及加速化事業一式（ 以下、 「 本事業」） の受託者で

ある株式会社NTTデータ 経営研究所（ 以下、 「 当社」） は、 本事業の委託者である厚生労働省の個人情報保

護方針および当社の個人情報保護方針に基づき、 取得し た個人情報を適切に取り 扱います。

厚生労働省の個人情報保護方針（ 委託者）

https://w w w.m hlw .go. jp/kojin jouhouhogo/index.htm l

株式会社NTTデータ 経営研究所の個人情報保護方針（ 受託者）

https://w w w.nttdata-strategy.com /in form ation/policy.htm l

■個人情報の利用目的

取得し た個人情報は、 以下の目的のみに利用いたし ます。

‧ 回答内容の確認、 修正などの本調査の集計‧ 分析に必要な連絡

■当社の個人情報の取り 扱いに関する苦情、 相談等のお問い合わせ先

個人情報の取り 扱いに関する苦情等については、 下記までご連絡く ださ い。

＜お問い合わせ先＞

株式会社NTTデータ 経営研究所　

ラ イ フ ‧ バリ ュ ー‧ ク リ エイ ショ ン ユニッ ト

担当： 篠原

E-m ail： kaigoseisansei-sem inar@ nttdata-strategy.com

TEL： 03-6261-7534　（ 平日10:30～16:30）　 ※12:00-13:00を除く

上記にご同意の上、 「 回答」 ボタ ンを押し て回答を完了し てく ださ い。

入力さ れた回答を一時保存し たい場合は、 ページ右下に表示さ れている一時保存ボタ ンを押下く ださ い。
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回答を再開さ れる場合は、 再度本アンケート を開いていただく と 、 保存さ れた内容から 再開いただけます。

© Toyokum o, Inc. Form Bridge Ver.1.49.12

This site is protected  by reCAPTCHA.

確認
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